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年度 施策名（小）

２　評価指標
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３ 施策に対する投入資源

４　施策評価

５　施策の推進に向けた今後の対応

消防・防災体制

市民の安全確保

消防本部消防課

施策名（大）

目　　的
増加傾向にある救急需要に対処するため、隊員の確保と知識、技術の向上及び資機材の充
実をはかる。適切な応急手当が救命率の向上につながるため、事業所や市民への応急知識
の普及・啓発につとめる。

政　策　名 すこやかに暮らせる、心かようまちづくり

ＮＯ 単位指　標　名

施策名（中）

救助訓練事業 回 103

実績値

施策（小）評価シート

20 救急救助体制の充実 担当部課名

18年度

64

110

150

6.86.8

57

6.8

19年度
目標値

20年度 21年度
107

62 62

病院研修回数 回 73 72

163救急講習開催数 回 65

２０年度
5,244

63,856
事業費 千円 7,312

１８年度 ２１年度
5,267

81,246
73,934人件費 千円 75,164

評 価 判 定 判 定 理 由 及 び 課 題 等

単位

66,702
4,111

①施策の達成状況

○

　救急需要の増加に伴い、管外搬送も増加し、出場から事案終了まで時
間を要しいる。救急救命士のみならず、署全体でシフトを組み対応するこ
とにより通常災害には対応が可能であるが現状の人員では重複した災害
の場合には隊員、資機材とも不足していると考える。

合　　計 69,123

△目標達成が見込めない

千円 79,275 71,946

投
入
資
源

１９年度

・施策全体として計画通り進捗したか ◎目標達成が十分可能である

・指標の推移などから見て、成果はあ ○概ね目標達成が可能である

　現場到着時間の全国平均7.0分と現着時間からみても6.8分と一定レベ
ルの救急体制は確保できている。しかし、社会情勢は専門職の養成であ
り、市民から高度救命が求められていることから広域化も念頭におきなが
ら救急救命士の専任化を推進、救命士の養成を図る必要がある。

・施策の方向は、市民ニーズやその変化
をふまえたものとなっていたか

◎有効に対応している

○あまり対応していない

△対応していない

②社会情勢の反映・有効性

○

がっているか。

③構成事務事業の妥当性

◎
　消防の使命である災害から市民を守るため、必要不可欠な事業であ
る。施策を構成する事務事業の構成は妥当

か

◎効率的な構成である

○一部見直しの必要がある

△大幅な見直しが必要である

④業務方法の効率性

◎
　専任化が難しい小規模消防にあって通常災害、通常業務に苦慮しなが
らも係間の相互連携により効率的な業務遂行ができている。

他の部課・団体等との連係や業務の効
率化などに取り組めたか。費用対効果を
高める努力は十分か。

◎効率的に進めている

○効率化の余地がある

△大幅な効率化が必要である

⑤施策の総合評価 Ｂ
　消防の使命達成のため、訓練・研修等を重ね隊員個々のスキルアップ
を図り、組織として、出動体制、装備の工夫して市民サービスに努める。

Ａ現行どおり進める

Ｂ一部見直しが必要である

Ｃ大幅な見直しが必要である

既存事務事業及び新規
事業の方向性

　救命のためには、その場に居合わせた人の救急処置が大きく左右する。今後は、受け身の
救急講習ではなく、攻めの救急講習を展開していく。更には、学ぶ救急講習ではなく、実際に
行える救急講習を目指すとともにＡＥＤの普及に努める。

救急平均到着時間 分 6.4



６　構成事務事業

事業費
18実績
19実績
20実績
21目標
218
0

246
220
2,619
5,244
3,917
1,423
1,266
0

3,102
3,557
9
0
47
67
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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0
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妥当性
19実績 19実績 19実績

Ｎ ０ 事 務 事 業 名

指　　　標 投入資源（千円）

指　標　名

合計
18実績 18実績 18実績

単位

人件費

20実績 20実績 20実績
21目標 21目標 21目標

8,755

8,155

1 救助指導会事業
救助訓練事
業

103

110

-
57 1,523 1,523
107 8,745 8,991

7,935

回

8,538

49,722 52,341

46,316

2
救急救助活動事
業

救急平均到
着時間

6

-
7 54,190 59,434
7 51,922 55,839
7 44,893

分

10,171 11,437

10,983

3
救急救命高度化
事業

病院研修回
数

73

-
64 8,753 8,753
72 7,315 10,417
150 7,426

回

6,732 6,741

3,669

4 救急啓発事業
救急講習開
催数

65
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163 3,602

回
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